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1. 平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 17,576 5.6 793 45.8 942 31.0 692 27.9

22年３月期第２四半期 16,650 △22.1 544 △43.6 719 △39.2 541 △41.6

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 16 23 ─

22年３月期第２四半期 12 69 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 42,860 29,034 65.7 660 01

22年３月期 40,811 28,985 68.8 658 47

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 28,157百万円 22年３月期 28,094百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 6 00 ─ 6 00 12 00

23年３月期 ─ 6 00

23年３月期(予想) ─ 6 00 12 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 4.3 1,100 36.2 1,350 17.6 930 17.2 21 80



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、金

融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は、この四半期決算短信の開示時点におい

て、終了していません。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信【添付資料】２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

  

  

  

  

  

  

4. その他（詳細は、【添付資料】３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 43,140,999株 22年３月期 43,140,999株

② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 478,496株 22年３月期 474,755株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 42,664,411株 22年３月期２Ｑ 42,670,788株

※ 四半期レビュー手続きの実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長と需要拡大に伴う輸出拡大や、

政府の景気刺激策等により、一部に景気の持ち直しの動きが見られました。しかしながら、欧州財政の

信用不安や米国経済の回復懸念などによる急速な円高進行や株価低迷等により、景気の先行き不透明感

が払拭できず、雇用情勢や個人消費は低迷し、依然として厳しい状況が続いております。  

 このような状況のなか、当社グループは攻めの姿勢を崩さず、反転拡大を目指し、市場セグメンテー

ションに基づいた商品戦略の強化と、積極的な展示会の開催等による新規市場開拓、及び多角化に向け

た新規事業などに経営資源の投入を行いました。同時に激変する環境変化に対応したグローバル最適生

産・最適販売を加速させ、経営全般にわたる一層の効率化をはかり利益体質の強化に努めました。  

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、17,576百万円（前年同期比5.6%増）となり、営業

利益は793百万円（前年同期比45.8%増）、経常利益は942百万円（前年同期比31.0%増）、四半期純利益

は692百万円（前年同期比27.9%増）となりました。  

   
事業のセグメント別状況は以下の通りであります。 

 
［繊維事業］  

衣料ファブリック部門は、当社の得意とする高感性・高機能素材の開発と市場導入の積極的な推進に

より、国内外共にファッション分野が大幅に拡大しました。またスポーツ分野では、海外が苦戦するも

国内では健康志向の高まりから、順調に拡大し、前年同期比増収となりました。  

 資材ファブリック部門は、政府の景気刺激策により、国内自動車販売台数が堅調に推移し車両分野が

拡大しました。しかしながら汎用カーテン・寝具からの戦略的縮小により、リビング分野が減少し、前

年同期比微増収となりました。  

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の当事業の売上高は17,076百万円となり、営業利益は722百

万円となりました。  

  
［その他の事業］ 

物流分野、並びに物販分野が堅調に推移し、当第２四半期連結累計期間の当事業の売上高は499百万

円となり、営業利益は71百万円となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産については、「有形固定資産」が償却により減少したほか、

株式市場の低迷により「投資有価証券」が減少したものの、「現金及び預金」並びに「受取手形及び

売掛金」が増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ2,048百万円増加し、42,860百万円とな

りました。 

 負債については、「支払手形及び買掛金」が増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ

1,999百万円増加し、13,825百万円となりました。 

 純資産については、「その他有価証券評価差額金」が減少したものの、「利益剰余金」が増加した

ことなどから、前連結会計年度末に比べ49百万円増加し、29,034百万円となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や

減価償却費の計上に加え、仕入債務の増加などにより、1,692百万円の収入となりました。投資活動

によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入や固定資産の取得による支出などにより、3,542百万

円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローでは、配当金の支払いなどにより、253

百万円の支出となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ

2,114百万円減少し、4,025百万円となりました。 

  

平成23年３月期の連結業績予想については、平成22年５月11日公表の業績予想から変更はありませ

ん。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 財政状態

② キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出は、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地た
な卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

定率法を採用している資産は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法
によっております。 

法人税等の納税額の算定は、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に
よっております。 
 繰延税金資産の回収可能性については、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は一時差異等の
発生状況に著しい変化が認められた場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタ
ックス・プランニングに当該著しい影響を加味して判断しております。 

  

  

イ 会計処理の変更 
第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
21号 平成20年３月31日）を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  
ロ 表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務
諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、
当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しておりま
す。 

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

① 棚卸資産の評価方法

② 固定資産の減価償却費の方法

③ 法人税並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

① 会計基準等の改正に伴う変更

② ①以外の変更

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,984 6,258

受取手形及び売掛金 9,187 7,691

有価証券 5,420 4,859

商品及び製品 1,842 1,917

仕掛品 897 753

原材料及び貯蔵品 1,481 1,383

繰延税金資産 158 138

その他 376 396

貸倒引当金 △93 △84

流動資産合計 26,254 23,315

固定資産

有形固定資産 8,331 8,631

無形固定資産

のれん 101 124

その他 139 160

無形固定資産合計 240 284

投資その他の資産

投資有価証券 6,375 6,922

繰延税金資産 1,500 1,350

その他 179 329

貸倒引当金 △22 △22

投資その他の資産合計 8,033 8,580

固定資産合計 16,605 17,496

資産合計 42,860 40,811
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,856 5,338

短期借入金 509 510

未払法人税等 102 256

賞与引当金 342 205

その他の引当金 350 －

その他 1,221 886

流動負債合計 9,383 7,196

固定負債

退職給付引当金 3,895 4,071

役員退職慰労引当金 391 392

負ののれん 31 38

その他 123 128

固定負債合計 4,442 4,629

負債合計 13,825 11,826

純資産の部

株主資本

資本金 4,680 4,680

資本剰余金 4,720 4,720

利益剰余金 19,376 18,939

自己株式 △213 △212

株主資本合計 28,563 28,128

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △228 94

為替換算調整勘定 △178 △128

評価・換算差額等合計 △406 △34

少数株主持分 877 891

純資産合計 29,034 28,985

負債純資産合計 42,860 40,811
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 16,650 17,576

売上原価 13,645 14,342

売上総利益 3,004 3,233

販売費及び一般管理費 2,460 2,440

営業利益 544 793

営業外収益

受取配当金 42 42

持分法による投資利益 35 110

その他 116 91

営業外収益合計 193 244

営業外費用

支払利息 4 3

為替差損 5 87

その他 8 4

営業外費用合計 18 95

経常利益 719 942

特別利益

国庫補助金 232 －

特別利益合計 232 －

特別損失

固定資産売却損 5 0

固定資産除却損 1 6

投資有価証券売却損 － 92

固定資産圧縮損 201 －

特別損失合計 209 99

税金等調整前四半期純利益 742 843

法人税、住民税及び事業税 164 85

法人税等調整額 24 49

法人税等合計 189 135

少数株主損益調整前四半期純利益 － 707

少数株主利益 11 15

四半期純利益 541 692
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 742 843

減価償却費 749 633

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10 8

退職給付引当金の増減額（△は減少） △144 △175

その他の引当金の増減額（△は減少） 482 350

持分法による投資損益（△は益） △35 △110

受取利息及び受取配当金 △73 △69

支払利息 4 3

投資有価証券売却損益（△は益） － 92

固定資産除売却損益（△は益） 7 6

補助金収入 △232 －

固定資産圧縮損 201 －

売上債権の増減額（△は増加） △805 △1,508

たな卸資産の増減額（△は増加） 791 △183

仕入債務の増減額（△は減少） △440 1,531

その他 217 430

小計 1,475 1,852

利息及び配当金の受取額 76 71

利息の支払額 △4 △3

法人税等の支払額 △17 △228

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,530 1,692

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △908 △4,428

定期預金の払戻による収入 98 1,868

有価証券の取得による支出 － △5,330

有価証券の償還による収入 199 4,519

投資有価証券の取得による支出 △2 △94

投資有価証券の売却による収入 － 81

固定資産の取得による支出 △745 △303

固定資産の売却による収入 1 0

短期貸付けによる支出 △200 －

長期貸付金の回収による収入 － 143

関係会社株式の取得による支出 △8 －

その他 231 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,333 △3,542

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △5 3

配当金の支払額 △255 △255

自己株式の処分による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △262 △253

現金及び現金同等物に係る換算差額 13 △10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △51 △2,114

現金及び現金同等物の期首残高 7,477 6,139

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

83 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,509 4,025
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該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分は売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主な製品等 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

 当社は、分離された財務情報をもとに、事業の種類別に、経営資源の配分の決定及び業績の評価を

行い、包括的な戦略を立案し、事業展開しております。これに基づき、当社グループの報告セグメン

トは、「繊維事業」と「その他の事業」としております。 

 「繊維事業」は主に衣料用及び産業用繊維素材（薄膜製品を含む）並びに関連品の製造販売を取り

扱っており、「その他の事業」は主に物流、商事、その他繊維事業以外の事業を取り扱っておりま

す。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

繊維事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

16,193 456 16,650 ― 16,650

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

9 933 942 △942 ―

計 16,203 1,389 17,593 △942 16,650

営業利益 469 70 540 3 544

(1)繊維事業…………衣料用及び産業用繊維素材（薄膜製品を含む）並びに関連品の製造販売

(2)その他の事業……物流、商事、その他繊維事業以外の事業

【セグメント情報】
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １ セグメント利益の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
（注１）

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注２）繊維事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 17,076 499 17,576 ─ 17,576

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

36 830 867 △867 ─

計 17,113 1,330 18,443 △867 17,576

セグメント利益 722 71 793 △0 793

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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